
当館および中心市街地を活動の拠点とする市民のユニークな活動を公
募し、その実現に向け支援を行う「秋田市文化創造館パートナー事
業」。今年は7団体が様々な活動を行っています。そのひとつが「あそ
びのはじまり2021」です。
ABSラジオの特設スタジオ「こどもらじお」前から、小さなアナウン
サー3人のMCで開幕宣言。1Fのコミュニティスペースでは、秋田の
クラフトマンやアーティスト、デザイナー達による「お仕事」ワーク
ショップが軒を連ね、木工、革細工、電機、お花、お菓子などのもの
づくりや、編集者やカメラマンに変身してフリーペーパーやフォトブ
ックの制作を体験。「音楽会がはじまるよ！」コーナーでは、思い思
いの楽器を手に即興演奏して、館内をパレードしました。
屋外広場には、お隣の中央図書館明徳館から移動図書館「イソップ
号」がやって来て、青空ライブラリーが出現。館の大きなガラス窓は
お絵描きのキャンバスに大変身しました。積み木やゲームが所狭しと
並べられ、空間全体が大きなおもちゃ箱になりました。子どもたちの
歓声に包まれ、文化創造館もなんだか嬉しそうに見えました。
コロナウイルスの感染状況を睨みつつのイベント企画、代表の工藤留
美さんはじめ実行委員会のみなさんはご苦労の連続だったはずなの
に、搬出を終え空っぽになったコミュニティスペースで「次はどんな
ことやろうか」とさっそくアイデアを話し始めている… タフだなあ
…でも、そんなハッピーな1日だったのです。　　  （テキスト：前田優子）

プロジェクト「.oO」では、20年後、当館の屋根の丸窓から空気砲
を発射し、秋田の空に煙の輪を浮かべる計画を通して、普段とは
違う時間と空間のスケールで物事を考えました。作家名のCHIKA, 
MIWO, &MOREにある“& MORE” は、CHIKA、MIWO以外にこの
プロジェクトに関わる人々や出来事を意味します。巨大空気砲の
公開制作や、毎日正午には時報の空気砲を発射、参加者と20年後
の未来を見据えるワークショップ「SUNDAY DONUTS」を繰り返
して、2041年プラン実現のために試行錯誤しました。

そう　する？SO SURU?

〒010-0875 秋田県秋田市千秋明徳町3-16
開館時間 9:00‒21:00
休館日・火曜日（火曜が休日の場合はその翌日）
　　　・12月29日‒1月3日
お問合せ Tel: 018-893-5656  Fax: 018-893-5659  e-mail: info@akitacc.jp
公式ウェブサイト https://akitacc.jp

●アクセス：JR秋田駅西口から徒歩約10分
●駐車場はありませんので近隣の有料駐車場をご利用ください
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あそびのはじまり2021
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千秋公園の葉も美しく色づいた10月31日、
子どものクリエイティブな感性を育てる
体験イベントにおよそ500人が来場しました。

詳細はこちら

「あそびのはじまり」代表・
「のはらむら」工藤留美さんの
インタビュー記事はこちら

クリエイター・イン・レジデンス「.oO」　
秋田市文化創造館の丸窓から
.oOが出る世界

秋田県内外から招聘された専門家やクリエイターが
当館に滞在し、実験的なテーマに取り組む「クリエイター・
イン・レジデンス」。企画公募「SPACE LABO 2020」にて
グランプリを受賞した松田朕佳さんと雨宮澪さんによる
プロジェクト「.oO」が実施されました。

ち か みお

11/3
第1回「SUNDAY DONUTS」『どうやっ
て作る？』。丸窓から出る「.oO」とは何
なのか？それを出すためには何をすれば
いい？参加してくれた「&MORE」の皆
さんから実現に向けたアイデアが集まり
ました。

11/7
第2回「SUNDAY DONUTS」『時間を捉
える』。プロジェクトの完成時期として
見据えた20年後の未来とは。時間につ
いて6つの問いを起点に話し合い、見え
ない未来をイメージしてみます。

11/14
第3回「SUNDAY DONUTS」『ノラネコ
を捕まえる』。
ノラネコは私たちが住む現実世界とは異
なる時間軸の世界に住んでいる？想像力
を働かせて、「.oO」が浮かぶ架空の世界
を探します。

11/21
第4回「SUNDAY DONUTS」『文化創造
館を人格化して占う』。占いという手法
を使うことで、普段とは異なった基準を
持って現実と向き合うことができるので
は？文化創造館のバイオリズムを知り、
「.oO」が実現する日を導いてみましょう。

11/23
第5回「SUNDAY DONUTS」『もうちょ
っとです』。これまで現実世界と架空世
界を行き来しながら、秋田の空に「.oO」
が浮かぶイメージを共有し、ディスカッ
ションを重ねてきたSUNDAY DONUTS。
最終回はこのプロジェクトを20年先ま
で受け継いでいくためにはどうすれば良
いのか、話し合いました。

第2部
「20年後の世界をつくる」

日時：2021年10月31日（日）10:00‒17:00
会場：1Fコミュニティスペース＋屋外広場＋デッキ
主催：あそびのはじまり実行委員会

期間：2021年10月11日（月）‒11月28日（日）
会場：スタジオA1ほか

第1部
「装置をつくる」

10/11
丸窓を塞いでいる壁
に丸窓の絵を描く。

10/13‒11/1
スモークマシンを
使って煙の輪っか
を出す実験をする。

11/11
空気砲模型を使っ
た発射テスト！

10/13‒11/1
丸窓と同じ直径2m
の発射口を持つ空
気砲模型をつくる。

11/20、23、27
文化創造館の丸窓から
「.oO」を浮かべるため、
チャレンジを重ねる！

11/17～
「空気砲が時報だっ
たらおもしろい」と
いう声にお答えし、
毎日12時に空気砲
を発射することに。
「.oO が12時をお知
らせします」

「SUNDAY DONUTS」とは
丸窓から「.oO」が出る世界を、実現
（創造）するにはどうしたらいいか。
共に作戦を立て、実現に向けて行動
する全5回の対話型ワークショップ。

会期中には
CHIKA & MIWOがホス
トとなり、占いやハン
ドパワーでコーヒーを
淹れるパフォーマンス
でもてなすスナックを
定期開催。

センシューテラスの人
気商品「センシュード
ーナツ」とコラボした
SUNDAY DONUTS
も限定発売されました。

（テキスト：藤本悠里子）

写真：大森克己

歓声に包まれ
秋田市文化創造館も
嬉しそう



とにかく家にいたくなかった。自分の部屋は一
応あったものの、母親の仕事部屋を兼ねていた
のでいつも他人が出入りしていて、脱ぎ散らか
した服や読みかけの雑誌はいつの間にかどこか
に片付けられてしまう。四方を山に囲まれた地
方都市に生まれて、どこへでもママチャリを漕
いで行った学生時代、「駐車場がないから行か
ない」と大人たちが言う中心市街地が、自分た
ちの遊び場だった。マックやサイゼリヤ、市立
図書館、友達が通っていた塾のフリースペー
ス、公園など、商業施設や公共施設を「避難場
所」として見出していたことを、文化創造館が
オープンしてからよく思い出す。

6つある文化創造館のコンセプトのうちひとつは、
「すべての人に開かれた環境をつくる」。コンセプト
を読んだうえで来館する人などほとんどいないだろ
うが、これを文字どおりに達成することが、「公共」
施設のなによりの役割じゃないだろうか。学校に行
きたくないなら、家にいたくないなら、少しだけ一
人になりたいなら、「秋田市文化創造館に来てくださ
い」と自信を持って言える場所になればいいと思う。
わたしも、あなたたちも、誰かを追い出してはいけ
ないし誰かから追い出されてもいけない。
「ここは自分が居てもいい場所だ」と思えるのはどん
な時だろうか？まず自分を主語にして、自分の気持
ちを守るための表現を考えてみる。今年度の「未来
の生活を考えるスクール」はそんな感じです。順次
レポートも公開していきますので、ぜひご覧ください。

（テキスト：石山律）

一人ひとりが小さな火を焚き
静かにお話しする会をしました

十三夜の月がきれいな日、当館の屋
外広場に、一人用の焚火台を持ち寄
りました。ただぼんやり火を見つめ
る人。消えないように薪をくべて火
を見守り育てる人。マシュマロを焼
く人、ソーセージを焼く人。友人と
とりとめないお喋りをする人。高橋
さん（秋田市）は、日帰りキャンプが
好き、とのこと。太平山や八峰町の
キャンプ場をすすめてくれました。
高橋さんの淹れた、ほんのり煙フレ
バーのコーヒー、温めたカマンベー
ルチーズ、美味しそうでした。

菅原健一「切り絵展示会」
日時：2021年6月26日(土)
会場：1階コミュニティスペース
主催：菅原健一

写真：須賀亮平
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カルチャカイ「あそぶ」
～豆名月の夜、焚き火を囲んで～

カルチャカイvol.12「かたる」×
未来の生活を考えるスクール  振り返りと公開企画会議

日時　2022年2月6日(日)13:00‒15:00
　　　13:00‒14:00 「スクール」振り返り・公開企画会議
　　　14:00‒15:00 カルチャカイvol.12「かたる」
会場　1階コミュニティスペース
定員　20名

「カルチャカイ」と「未来の生活を考えるスクール」の
合同開催。参加者の皆さんと今年度の活動内容を
振り返りながら、来年度にむけて話します。

筆と顔彩、和紙、墨で、俳句の心
を簡潔な絵で表現する「俳画」は江
戸時代生まれの日本文化。今回は、
紙風船をつるし、額や掛け軸を飾り
ました。キッチンエリアにはさん
ま、ごぼう、トマトなど食べ物の絵
を並べました。「最初から自由な発
想とはいかず、コンクリートうちっ
ぱなしの天井を見た時、孫と行っ
たパンケーキ屋さんの内装を思い
出して、家に帰りすぐにパンケー
キの絵を描きました。『こういう展
示もできる！』とひらめき、『自由
にいこう』という気持ちになれま
した」（代表の折原和子さん）。穏
やかな俳画の世界を500人以上の
方が来場し堪能しました。

全日本積穂俳画協会秋田教室「第37回俳画作品展」
期間：2021年10月15日(金)‒ 22日(金)
会場：1階コミュニティスペース
主催：全日本積穂俳画協会秋田教室

写真：須賀亮平

生活の中で表現される
俳画の魅力

―いつから切り絵を？
切り絵をはじめたのは7～8年ほど前。20代半ばか
ら趣味として絵を描いていました。模写とか、秋
田の風景とか。子どもの頃から図工は好きでした。

―どうやって作品を作っているのですか？
切り絵は、観光ガイドやチラシなど図書館で調べ
た資料を参考にして、下書きをして、型をつくっ
て制作します。カッターやハサミ、時にはパンチ
をつかって切り抜いた色紙を、糊で幾重にも重ね
て貼りつけていく。下書きや型は残しています。
残しておけば、また作ることができるから。
切り絵をはじめた頃は、参考にした資料そのまま
を真似て描いていましたが、最近は自分で構図を
考えています。モチーフに選ぶのは、身近で馴染
みのあるものです。

―初個展の場所として、当館を選んだのはなぜ
ですか？
旧秋田県立美術館には2回来たことがありました。
藤田嗣治の「秋田の行事」を見て、絵葉書を買っ
て帰った記憶があります。先日、アトリオンで東
海林太郎の胸像を見た帰り、たまたま文化創造館
に立ち寄って、庭に東海林太郎の立像があること
を知りました。
それをみて、そろそろやってみようかな、と思って。

（聞き手：三富章恵）

切り絵　菅原健一さん はじめての個展色画用紙を切り抜き、幾重にも重ねて
秋田の風景を描く菅原健一さん（大仙市）。
これまでに制作した約100点から選んだ作品を、
1Fコミュニティスペースで展示いただきました。

カルチャカイvol.9「あそぶ」～豆名月の夜、焚き火を囲んで～
日時：2021年10月18日（月）18:00‒20:00
会場：屋外広場

写真：橋本誠

カルチャカイは、
心のモヤモヤから生まれた「やってみたい」で、
誰もがアイデアを語る／遊ぶプログラム。

会場① 「あきたアート2021 はだしのこころ」を企
画運営するNPO法人アートリンクうちのあかり
代表の安藤郁子さんのお話

子どもの時に「暮しの手帖」（58号1979年）に載って
いた千葉盲学校の生徒たちによる陶の彫刻作品を見
て衝撃を受け、以来ずっとこころに残っています。
その後、やまなみ工房や一麦寮、びわこ学園などの
滋賀県内の福祉施設に通所・入所している方々によ
る陶の彫刻作品に出会う機会もありました。障がい
のある方による作品には、人間が根源的に持ってい
る生きることのちからがそのまま表れていて、そこ
に惹きつけられているうちにわたしも陶芸家になっ
ていました。
はだしのこころは、開催回数を重ねてきたことで「障
がいのあるひとの作品」という視点ではなく「はだし
のこころをした作品」という視点を大切にしよう、と
いうことが明確になってきました。はだしのこころ
とは、否応なく生まれ出てくるありのままの自分、
というような意味です。そんな作品って、観るひと
を既成概念の枠が一気に消え去るような鮮烈な場に
連れて行ってくれるちからがあると思うんです。は
だしのこころが、そんな鮮烈な作品に出会い、作品・
鑑賞者・つくり手のあいだにさまざまな感覚の対話
が起こる広場のような展覧会になればいいなと思っ
ています。

文化創造館を利用いただく方に「これは使っていいの？」「こんなことして大丈夫？」と聞かれます。
その度に、本当にいいか、ダメか、ダメならばなぜダメなのかを徹底的に考えるチームが働いています。
ルールを設定すれば簡単なんだろうけど、疑問や立ち止まった瞬間にこそ創造的な瞬間はあるはず！　
じっくり腰をすえてまどろっこしい対話に参加してみませんか。スタッフも募集中です。（芦立さやか）

はだしのこころ
2015年から秋田市で毎年開催され、
障がいのある人もない人もつながる
展覧会が、当館で開催されました。

突然、酒造りから田んぼへ
社長に、真剣なの？って聞きました。鵜養
というところで、米を作るだけではなくて、
無農薬とか、酒蔵を造るとか本気ですかっ
て。地域の方と一緒にやるんですねって。
何度も確かめて、本気だと言うので。そう
いう夢を見るなら、頑張ろうと、2ヶ月迷っ
た末に決心しました。
鵜養に来て分かったのは、田んぼはその家
の歴史だということ。丁寧に大事に田んぼ
を育てていらっしゃるところに、僕らが、
市場のニーズはこっち、オーガニックじゃ
ないと利益が出ませんよとか、画一的なも
のづくりではなく、ピンキリのピンをやり
ますよとか、理屈だけでは通用しない。皆
さんに納得していただけるレベルの田んぼ
の姿を無農薬でどうやって作るか、すごく
難しいです。大変というよりは、「畏れ」や
「責任」で仕事しています。

あ
こ
が
れ
の
ひ
と

古関弘さん（新政酒造株式会社）

営業時間
10：00‒17：00

「パートナー事業」の一団体である全日本積穂俳画協会
秋田教室の皆さんは、館の空間とスタッフの応援に触発されて、
これまでにない展示方法にチャレンジしました。

第5回：自分のためにつくること
日時　2022年1月16日（日）
　　　10:30‒12:00 レクチャー
　　　13:30‒15:30 ZINE作りワークショップ
　　　※どちらか一方のご参加も歓迎。
会場　1階コミュニティスペース
定員　20名（要申込、先着順）

未
来
の
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活
を
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え
る
ス
ク
ー
ル

テキスト・イラスト・テキスタイルとい
う複数のメディアで制作をするはらだ有
彩さん。音楽・フェミニズムにまつわる
翻訳や執筆、自主出版物のオンラインシ
ョップ運営も手がける野中モモさんをゲ
ストに、「自分を鼓舞する・身近な誰か
を勇気づける手段」または「自分や誰か
を脅かすものへの抵抗の手段」として表
現や創造を捉えてみます。

カフェメニュー例）
センシュードーナツセット
ドーナツ＆デリBOX
ホットコーヒー
ホットラテ
日本茶（ドラフトティー）
犬用ドーナツ　など

デッキを通じて外とつながるテイクアウト専用カ
フェ。看板メニューの焼きおからドーナツに、季
節を感じるオリジナルディップを添えて。寒い時
期はホットドリンクといっしょにどうぞ。愛犬家
にはうれしい犬用ドーナツもご用意しています。
お散歩がてらお立ち寄りください。

センシューテラスにはショップもあります。自分の
ためのちょっといい食品や日用品、暮らしを彩る
花々、ひとひねりある秋田みやげなどを販売。この
場所のためにセレクトされた本棚も充実！

ウェブサイトでも
ご覧いただけます。館内ガイド&利用方法

秋田市文化創造館の各施設は、1時間単位での専有利用が可能
です（有料）。使い方のご相談にものります。ご利用に関する詳
細については総合受付で配布しております「ご利用ガイド」を
ご覧ください。お問合せ：018‒893‒5656

鵜養で思い描く理想の酒
僕は杜氏ですが、酒造りから離れてもう6年です。造りを
忘れてきていると思います。忘れてきていると思うけど、
2年や3年のブランクで戻ったら、やっていた時の延長線上
の造りをしたと思うんです。今は、新しいインプットがた
くさんある。その自分が、造りを忘れた状態で、もう一度
どんな酒造りをするのか楽しみです。
その年の鵜養そのものを飲んでほしいです。農薬は環境を
制御するんですね。虫や微生物や菌などを抑え、環境を平
準化して安定させる。無農薬というのはその年の環境その
ものを表現できるんです。僕は、優しいお酒が造りたいだ
けです。年ごとに季節の有り様が変わる、お米を作る人間
も変わる、摂理も変わる、社長からは新しいアイディアが
生まれる。どんな素材が目の前に来ても、それを美しく発
酵させたい。目の前にあるものを、どう組み合わせて取り
出すかというところに杜氏の個性やセンスが出ると思いま
す。美しさじゃないと癒せない心の領域があったり、疲れ
があったり、それにそっと手で触れるのが酒で、どういう
触りかたをしたいかというと、優しく触れる酒を造りたい。

「ここは自分が居てもいい場所だ」と
思えるのはどんな時だろうか？　
「未来の生活を考えるスクール」では、
今よりちょっと先の生活を考えるための
トークイベントやワークショップを
開催し、新しい活動のステップと
なるような機会を目指しています。

代表の折原和子さん、メンバーの
宮川才子さん、杉山恵美子さん
3人のインタビュー記事はこちら

会場② 「感覚の対話」をキュレーションしたOVOさんのお話

作家を探していても、障がいのある方とは簡単に会えず、意思疎
通できない方もいます。ましてやコロナ禍で。でも作品はそこに
あり、その方の内側から出てきたものに変わりはなく、インスト
音楽と似ているのかなって。そこから安藤さんとも相談して「感
覚の対話」という言葉を導き出しました。
有名人のポートレイトを描く齋藤真弘さんの絵を見た時、そのイ
ンパクトに笑ってしまい、齋藤さんに決めてから、生沼夏美香さ
んや土田忠志さん、三浦将博さんの作品とも出会えました。いい
作品が、「障がい者による」というくくりにならないよう、秋田
のまちのアーティストの「はだしのこころ」と展示したくて、出
張スパイスカレー屋のマサラホテルさん、農家で舞踏家の蕗雪葉
さん、ラッパーのKyoh3iさんにも声をかけました。長浜谷晋さ
んの写真、遠藤菜見子さんの絵、平川慧さんの絵、福祉施設「逢
い」合作の法体の滝の絵も一緒に。例えば（写真手前の）2枚の抽
象画は三浦さん。三浦さんの絵に触発された蕗さんから鼻歌が送
られてきて、僕がその音をタブミックスして曲にし、７インチの
ビニールにダイヤモンドの針で溝を彫ってレコードにしました。
ソファで寝ている人の横でレコードを聴いている人がいたりし
て。クロージングの日、Kyoh3iさんのラップに合わせて、勉強
中の高校生も障害のある方も体が揺れていて。（聞き手：熊谷新子）

「はだしのこころ」
ウェブ展示はこちら

インタビューの
全貌はこちら

写真：瀧本幹也　聞き手：熊谷新子
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詳細はこちら

センシューテラス

あきたアート2021「はだしのこころ」
期間：2021年11月3日（水）‒11月14日（日）
会場：1Fコミュニティスペース＋2FスタジオB
主催：秋田市

古関弘
（こせきひろむ）さん
1975年湯沢市生まれ。富
山県で日本酒の世界に入
り、32歳で新政酒造（秋
田市大町）に入社。37歳
で杜氏に。新政は、秋田
県産の酒米を生酛純米造
りで蔵発祥の「6号酵母」
だけを使用し、木桶仕込
みで酒を造っている。現
在鵜養の酒米圃場は24町
歩に広がり（1町歩は約
9,900㎡）、この地に酒蔵と
木桶工房を造る予定。

き もと

ほ じょう

「新政酒造」で酒造りの最高責任者である杜氏だった古関弘さんは、新政の「農／醸一貫化」を
果たすために2016年から秋田市河辺の鵜養で無農薬無肥料の酒米作りに挑戦しています。

とう じ

うやしない

施設管理
担当の
つぶやき

写真：高橋希




